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総合教育会議資料 

「支える」 ＆ 「育てる」 
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子どもの実態 

 小中学校において、学習面、又は、行動面で 

  著しい困難を示す児童生徒の割合（H24年度全国調査） 

 

            ６．５％ 
   

  ということは、 

  １クラス３０人とすれば、クラスに２人。 
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「支える」  -  キーワード 

 

つなぐ スムーズな移行 

相談体制 
早期発見 
早期支援 

安心 
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「支える」  -  めざすこと（３歳～小３まで） 

  発達障がい等を有する子どもの 

  ① 早期発見 

  ② 早期支援 

  相談体制の構築 

  ① 保護者 

  ② 保育士・教員 

  つなぐ 

  ① 専門機関 

  ② 医療 

  学校へのスムーズな移行 

その子に合った支援を早期から 
（特性を伸ばす） 

保護者の安心感 
指導者の見通し 

専門的見地からの診断 
（支援方法が見える） 

小１Ｐｒｏｂｌｅｍ軽減 
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「支える」 -  これまでの体制 

 

＜福祉部＞ 
 

・放課後デイサービス（小・中）  
・子育て支援センター 

・児童支援発達センター 

・健診 
 
 
 
 
 
 
 

＜教育委員会＞ 
 
・ 就学支援委員会 
・ 就学相談窓口設置 
・ 支援員配置 

 ふれあい教室（希望者）  

◆就学相談窓口：指導主事対応 

◆保育所訪問：就学前年度（年１回） ふ・支・指 

◆就学説明会：対象・ふれあい保護者（年１回） 
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＜福祉部＞ 
 

・放課後デイサービス  
・子育て支援センター 
・児童支援発達センター 

・健診 
 
 
 
 
 
 
 

「支える」 -  めざす体制 
 

＜教育委員会＞ 
 
・ 就学支援委員会 
・ 就学相談窓口設置 
・ 支援員配置 

巡回支援相談員 
配置 

（コーディネート機能も） 

◆ 全保・全小１を巡回訪問 
 ・ 子どもの実態把握 
 ・ 支援方法の保育士・教員支援 
 ・ 保護者相談 → つなぐ 
 ・ 情報共有（福祉・教育） 等 

月例 
チーム会議 
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 ふれあい教室（希望者）  

◆保育所訪問：就学前年度（年１回） ふ・支・指 

◆就学説明会：対象・ふれあい保護者（年１回） 

◆就学相談窓口：指導主事対応 



「巡回支援相談員」の役割 

 

 

 

 

保健 

３歳児健診 

医療 福祉 

教育 

小学校 

保育所 

認定こども園 

ふれあい教室 

巡回相談 

※実態把握 
※保護者支援・相談 
※保育士・教員支援 
※機関連携・つなぎ 

厚生労働省資料より 
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「巡回支援相談員」の配置構想 

  「巡回支援相談員」の配置（29h/w非常勤） 
  ① Ｒ１年度  実態把握の年（６ヶ月） 

            ・ １名配置（９月補正） 

            ・ 全保・小１の訪問 

  ② Ｒ２年度  本格スタート 

            ・ ２名配置（新年度予算に計上） 

            ・ コーディネート機能も付加 

            ・ 西側地区保・小担当 １名 

            ・ 東側地区保・小担当 １名 

  人材   気仙光陵支援学校退職教員を想定 

  財源   国補助金（予定） 
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「支える」 -  支援ターゲット（３歳～小３） 

小６ 

小５ 

小４ 

小３ 

小２ 

小１ 

５歳 

４歳 

３歳 

２歳 

１歳 

０歳 

                        ここをサポート    

就学指導委員会の機能化 

 めざすは切れ目のない支援 
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ここ 

授業 

行事 

友達 

排泄 

食事 

テスト 

困りごと・・・・ 
○いつ、どんな場面で？ 
○解消するためには？ 

子どもが抱える困難についての理解や受容を深める 
→ 合理的配慮への第一歩 

SDGｓ「４ 質の高い教育をみんなに」 
～４．２ 乳幼児の発達・ケア及び就学前教育にアクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする～ 

「障害者差別解消法」（2016）   →  可能な限り合理的配慮をすることが求められている 

こまめな情報共有 話合いの機会 

「支える」 ― 合理的配慮の下で 

ここをサポート 
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「支える」 -  事業推進上、大切になってくること 

  市民への周知 
 ・ 仕組み、相談窓口、連絡先 等 

 

  チームでの支援 
 ・ 連携体制の構築 

   教育委員会（教育研究所）＋福祉部（こども未来課） 

   保育協会等、関係機関との連携 

 ※ 例： 教委・未来「月例会議」の設置（情報の共有） 

 ※ ペアレントメンターの紹介等 

 ※ 既存の取組を生かす方向で 
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「育てる」 -   育てたい力 

 

支援を 
要する子 

＜学級集団＞ 
 

・ メタ認知能力を高める 
 
・ 人とつながる力 
  （違いを認める） 
 
・ 共に力を合わせる 
 

（開発的指導の展開） 
- PBISの考え方 - 

個別サポート 

※社会に出ても生きて働く力 

‘ＳＤＧｓ’の考え方 

管
理
職
・指
導
主
事
の
役
割
大 
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「支える」 ＋ 「育てる」 ＝ 社会で生きる力へ 

支える 
（サポート） 

育てる 

両 輪 

14 

 障がいの 
ある子にとっても 
ない子にとっても 


